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Abstract 本書『道としてのスピリチュアリティ－日本人の智慧』は、序章「現代スピリチュアリティ研究

の諸問題」に続いて、第一部「グリーフケアのスピリチュアリティ」、第二部「スピリチュアル
ケアのスピリチュアリティ」、第三部「瞑想と自己修練」、第四部「グローカル文脈における世
界観」の四部構成となっており、間に宗教実践者と自然科学者にとってのスピリチュアリティに
関する試論を配置し、計十二篇の論文で構成されている。
本書全体で、現代日本社会におけるスピリチュアリティの現象的特徴と、西洋的スピリチュアリ
ティとは異なった日本的スピリチュアリティ（「日本的霊性」）の特質を明らかにすることを通
して、現代スピリチュアリティ研究の新たな視座を提示することができた。その日本的スピリチ
ュアリティの特徴は、①身体的修練という理解の方法、②不可視の生体エネルギー（「気」）と
しての働き、③所与としての自他の内在的つながり、④聖俗分離以前の社会的一元論、⑤在り方
・生き方としての「道」、の五点である。
これら五点が、具体的には、第一部では東日本大震災後の遺族の悲嘆の実態と日本的スピリチュ
アリティによる悲嘆への応答において、第二部では日本的なスピリチュアルケアのあり方のモデ
ル化と日本人のワーキング・スピリチュアル・ペインの特徴とそれに対処しうるキャリアカウン
セリングの可能性において、さらに第三部では義塾が生んだ世界的碩学、井筒俊彦の比較宗教哲
学から出発して禅哲学とその他の日本的瞑想実践が醸成するスピリチュアリティにおいて、そし
て最後の第四部では日常生活性における実存的問いしてのスピリチュアリティの重要性や、宗教
的スピリチュアリティの中核を形成する輪廻転生観の日本的特徴、および現代ヒンドゥーイズム
の非二元的世界観の日本における移植の特徴において、詳細に論じられている。
本書は当初『課題としての霊性研究』と主題化されていたが、編集過程において日本人が英語で
発信することの示差的価値を探究する中で、上記五点の日本的スピリチュアリティの特徴が収斂
する「道」の思想＝実践を、各論文のテーマに共通する大テーマとして発見できたので、『道と
しての霊性（スピリチュアリティ）』として本書を上梓した。
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研究成果実績の概要

本書『道としてのスピリチュアリティ－日本人の智慧』は、序章「現代スピリチュアリティ研究の諸問題」

に続いて、第一部「グリーフケアのスピリチュアリティ」、第二部「スピリチュアルケアのスピリチュアリテ

ィ」、第三部「瞑想と自己修練」、第四部「グローカル文脈における世界観」の四部構成となっており、間に宗

教実践者と自然科学者にとってのスピリチュアリティに関する試論を配置し、計十二篇の論文で構成されて

いる。

本書全体で、現代日本社会におけるスピリチュアリティの現象的特徴と、西洋的スピリチュアリティとは異

なった日本的スピリチュアリティ（「日本的霊性」）の特質を明らかにすることを通して、現代スピリチュアリ

ティ研究の新たな視座を提示することができた。その日本的スピリチュアリティの特徴は、①身体的修練とい

う理解の方法、②不可視の生体エネルギー（「気」）としての働き、③所与としての自他の内在的つながり、④

聖俗分離以前の社会的一元論、⑤在り方・生き方としての「道」、の五点である。

これら五点が、具体的には、第一部では東日本大震災後の遺族の悲嘆の実態と日本的スピリチュアリティに

よる悲嘆への応答において、第二部では日本的なスピリチュアルケアのあり方のモデル化と日本人のワーキ

ング・スピリチュアル・ペインの特徴とそれに対処しうるキャリアカウンセリングの可能性において、さらに

第三部では義塾が生んだ世界的碩学、井筒俊彦の比較宗教哲学から出発して禅哲学とその他の日本的瞑想実

践が醸成するスピリチュアリティにおいて、そして最後の第四部では日常生活性における実存的問いしての

スピリチュアリティの重要性や、宗教的スピリチュアリティの中核を形成する輪廻転生観の日本的特徴、およ

び現代ヒンドゥーイズムの非二元的世界観の日本における移植の特徴において、詳細に論じられている。

本書は当初『課題としての霊性研究』と主題化されていたが、編集過程において日本人が英語で発信すること

の示差的価値を探究する中で、上記五点の日本的スピリチュアリティの特徴が収斂する「道」の思想＝実践を、

各論文のテーマに共通する大テーマとして発見できたので、『道としての霊性（スピリチュアリティ）』として

本書を上梓した。
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